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１ 本授業のきっかけとねらい 

 日常生活でも「エコ」という言葉を聞かない日はないくら

い、環境に優しい（とされる）運動は見かけられるようにな

った。例えば日本では、SDGｓが採択された2015年よりも

10 年ほど前から、ボトルキャップ回収運動（以下、回収運

動）が行われている。 

生徒会活動や PTA などで取り組んでいる学校も見か

ける。ところが回収日に合わせ、普段は PET 飲料を飲ま

ない家庭が、PET 飲料を購入してキャップ回収に協力し

た、という話を複数聞いた。それは環境問題解決という側

面からは本末転倒であり、活動をやる事自体が目的とな

ってはいないか。そうした疑問を持った。 

 そこで中学 3 年理科の最後の単元、「自然と人間」の中

で、回収運動を題材にして、環境に優しいとは何かを考

える授業を行い、身のまわりの活動に対しクリティカル・

シンキング（批判的思考）ができるようになる第一歩の授

業を目指した。 

2 授業の流れ（１時間完結） 

授業最初にノートプリント配付別紙 

（1）事前の意識調査（ノートプリント 1Q1～Q3） 5 分 

 回収運動を知っているか、知っていたら参加した

ことはあるのかアンケート。 

（2）回収運動概略を知る（ノートプリント） 10 分 

 実際に回収運動を行っている店舗の実績報告と

NPO 団体の紹介 WEB を元に概略説明。 

（3）批判を考える（ノートプリント 2 記入） 10 分 

 ここまでの説明から、回収活動にどのような問題

点（批判）があるか考える。 

（3）まで終えてから資料配付別紙 

（4）主な批判等を知る（資料プリントから） 10 分 

 Wikipedia や時事ニュースから、回収運動の批判

や回収が終わってしまった事例を知る。 

（5）事後の意識調査（ノートプリント 3Q4、Q5） 10 分 

 授業を受け、どのように回収運動への意識が変

わったかアンケート。事前のQ3と事後のQ4は同じ

質問とした。 

 

 全1時間の授業展開で行った。授業全体を通し、授業

者の考えの刷り込みにならないよう最大限配慮した。ま

た本実践を行った学校は、生徒会活動等で回収運動に

は取り組んでいない学校である（旧指導要領下、板橋区

立中台中学校）。 

3 アンケート結果と考察 

以下、生徒 129 人分の結果である。数字の単位は（人）。 

Q1：あなたはこうした取り組みを知っていましたか 

 

 

 

 

 

 

Q2：参加（回収）したことはありますか 

（Q1 で「はい」、「何となくは」と答えた人のみ） 

 

 

 

 

 

 

Q3（資料提示前）：あなたはボトルキャップ回収運動につ

いてどう思いますか 

Q4（資料提示後）：この時間の学習も参考に、運動につい

てどう思いますか 

 

 

 

 

 

Q１、２より、ほとんどの生徒はこの取り組みを知ってお

り、過半数は回収に協力等していたことがわかる。しかし

Q３と Q４の資料提示前後の変容や以下の自由記述から

は、最初からこの運動の仕組みや意義を深く考えて参加

していたというよりも、「環境にやさしそう」という雰囲気だ

けで参加していたことが考えられる。 

R3 第３回 都中理ポスターセッション  

実践報告「ボトルキャップ回収運動の是非を考える」 
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＜生徒自由記述＞抜粋 

2 ボトルキャップ回収運動について、批判もあります。

どのような批判がかんがえられますか。 

  ・NPO などがきちんとお金を扱っているか 

  ・キャップが無駄なくリサイクルされているか 

  ・回収効率が悪い 

  ・多くの人が関わると効率が悪い 

  ・キャップを回収した人にメリットがない 

  ・集めるのが面倒 

  ・回収をやめるととろがあるとニュースでやっていた 

ので、何か問題があるのだと思う 

  ・リサイクルするのにも二酸化炭素が出る 

  ・衛生的にワクチンがつくれるのか 

 

Q5：この時間の感想や、その他の環境への取り組み 

について考えてみましょう 

  ・回収したキャップを運ぶのに使うエネルギーがキャ

ップそのものを新たにつくるので消費されるエネルギ

ーよりも大きいとすると、エネルギー問題としては意

味が無いことをやっていることになると思う。 

・もともとの二酸化炭素削減とワクチンの寄付の両方

の目的をどちらもはたせていないどころか、（やらな

いよりも）二酸化炭素を増やしワクチン発注の効率も

悪いなら、正直自己満足と言わざるをえない。 

・他の運動にも言えることだけど、目的をもち良いこと

をしようとすることは大切だけど、良いことをした気に

なりたいがために現実から目を背けたりその気持ち

を利用するのはおかしいと思う。 

・人件費などの資料や環境と言った現状をみると、や

はり賛成とは言えない。しかし一人一人の「キャップを

リサイクルしよう」といった意識は地球にとってとても

よいことだと思う。だからよいともわるいとも、どちらと

もいえない。 

・活動などの表面をみるだけでなく、いろいろなデータ

を調べて多面的に考える事が大切だと思った。 

・環境のとりくみにメリット、デメリットはあるけど、参加

することや今の地球の現状を知ることが大事だなと

思った。 

・何でもリサイクルすればいいと思っていたけれど、リ

サイクルすることでエネルギーを使う事があるとか、

二酸化炭素が発生することを知ってびっくりした。 

・結局リサイクルするにもかなりのコストや大量のエネ

ルギーを消費しては本末転倒というジレンマを感じた。 

4 授業の様子、授業雑感 

この展開での授業は、今回初めて行った。どの程度、

生徒が主体的に考え、取り組むのか不安な面もあった。

やってみると、回収運動を知っていた生徒も多かったた

め、自身の経験に照らし合わせながら考えていた生徒が

多く見られた。コロナ禍での授業であったため、対話活動

は行えなかった。もし可能であったなら、資料提示後に賛

否について異なる立場の生徒を組ませ、もう１時間ほど

使ってディベートも行ってみたかった。 

内容面では、今回は一年生のプラスチックとの関連は

意識しないで行った。ただせっかくなので、PP（ボトルキ

ャップ）や PET（ボトル本体）、PS（ラベル）について参考に

触れてもよかったかと感じた。 

想定外だったのは、ボトルキャップそのものがワクチ

ンに変化すると考えている生徒が少なからずいたことで

ある。自由記述の２の「衛生的にワクチンがつくれるのか」

というのは、その事を意図して生徒が記入したものであ

る。これらのことからも、環境への取り組みが身近に多く

見られる反面、その中身はよく理解されていないことも多

いのではないかと考えられた。 

授業全体の成果としては、身近な取り組みを３年間の

学習内容を使って考える大切さに気がついた生徒がいた

ことがあげられる。これは自由記述 Q５などから読み取

れた。今後も、卒業間近の「自然と人間」の単元では、身

近な生活に関わる問題を３年間の学習を活かして考える

授業を行っていこうと考えている。 

  

東京学芸大学附属世田谷中学校 河野 晃（こうの あきら） 

kounoaki@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

       WEB：「にしきの理科準備室」 

パルスオキシメーターを使った実験や多くの花の分解

などの観察・実験や中学生の疑問、評定テンプレート

などを公開しています。よろしければご覧ください。
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１【関心】ボトルキャップ回収運動（及びワクチンの寄贈）について                

 Q1：あなたはこうした取り組みを知っていましたか （ はい / 何となくは / いいえ ）   

   Q2：「はい」「何となく」と答えた人のみ ⇒ 参加（回収）したことはありますか        

                             （ はい / いいえ / わからない ） 

 Q3：あなたはボトルキャップ回収運動についてどう思いますか（ 賛成 / 反対 / どちらでもない ） 

２【思考】ボトルキャップ回収運動について、批判もあります。どのような批判が考えられますか。   

                                                                

                                                                

                                                                

                                                                

３【関心】授業を受けたあとでの意見、感想等を書きましょう                    

 Q4：この時間の学習も参考に、運動についてどう思いますか（ 賛成 / 反対 / どちらでもない ）   

 Q5：この時間の感想や、その他の環境への取り組みについて考えてみましょう            
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10 年で 3万人にワクチン ボトルキャップの収集・寄付を終える背景 毎日新聞 2021 年 1 月 19 日  

 北海道美幌町のＮＰＯ法人「元気プロジェクト」が約１０年続けてきたペットボトルのキャップ収集による寄付事業を６月にも

取りやめる。改正バーゼル条約が今月発効し、国内の環境基準が厳格化。コスト高を懸念するリサイクル業者から引き取り料を約３
分の１に下げると言われ、大幅な赤字が見込まれるためだ。世界の子どものワクチン接種に貢献してきた活動が途絶えようとして
おり、同様の事態の広がりが懸念される。【本多竹志】 

 同法人は、ペットボトルのキャップを回収して開発途上国の子どもにワクチンを贈る「エコキャップ事業」を柱に２０１０年設
立。町内外の小中学校や企業から集めたエコキャップを札幌市近郊のリサイクル業者に販売し、その売却益を東京都港区の認定Ｎ
ＰＯ法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会」（ＪＣＶ）に寄付してきた。 

 ＪＣＶは国連児童基金（ユニセフ）と連携し、世界の子どもたちにワクチンを提供。「ポリオワクチンはわずか２０円。１００円
で５人の子どもの命を守ることができます」とホームページで呼び掛ける。元気プロジェクトは昨年末までの１０年間で２５２９
万個（約３万１０００トン）のキャップを回収し、その結果、３万１６２１人にワクチンを届けてきた。 

 しかし、今月１日にリサイクルしづらいプラスチックごみの輸出入を規制する改正バーゼル条約が発効したことで状況が一変。
裁断や粉砕処理など、環境省が設けた規制基準を満たそうとすれば処理費用がかさむことから、リサイクル業者が引き取り料を従
来の約３分の１に下げるよう提案してきたのだ。 

 
ボトルキャップがワクチンになるまでの流れ 
 そもそも、賛助会員の寄付なども含めて何とか活動を続けてきた元気プロジェクト。キャップの輸送コストなども考慮すると、赤

字幅が２倍近くに膨れ上がることから活動の継続を断念した。 
 宮田博行理事長は「リサイクル精神を広めたいとの思いで続けられた活動。不本意な形で終わるが、（協力してくれた）子どもた
ちの環境教育につながったと思う」と話す。 

 日本は米国やドイツと並ぶプラごみの輸
出大国で、１７年の輸出量は１４３万トン。
中国では一時輸入が禁止されたことなども

あり、環境省は国内での滞留を警戒。政府は
国内でのリサイクルの体制整備を急いでい
るが、元気プロジェクトの事業継続断念は

こうした大きなうねりの中で顕在化した。 
 宮田理事長は「ほかにも行き場を失うキ
ャップがあるのではないか。せっかく浸透

してきたリサイクル精神が逆行しないよ
う、活動を続けやすい仕組みや環境作りを
国や行政に考えてほしい」と話す。 

 
改正バーゼル条約に伴う環境省の
主な基準 

（１）食べ残しや油、泥が付着している 
（２）裁断・粉砕処理されていない――場
合、相手国の同意がなければプラスチック

ごみを輸出できない 
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